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本市は平成１５年１月１日に環境都市宣言を行い、翌年１０月に「滝川市環境基本条例（以下「条

例」という）」が施行されました。 

  条例では第１０条において、「市は、環境の保全と創出に関する施策を計画的に推進するため、環

境基本計画を策定し、環境の保全及び創出に関する長期的な目標並びに施策の基本的な事項について

定めるものとする。」、さらに「各主体別の行動内容を示す地域行動計画を策定するものとする。」と

規定しています。 

  本計画は、それらの条項に基づき、施策の方針や方向性を明らかにした「環境基本計画」と具体的

な行動や役割分担を明らかにした「地域行動計画」で構成されています。 

 

 

 

 

 

 
   対象とする環境の範囲は、「自然環境」「生活環境」で構成される「地域環境」及び、地球温暖化問

題に代表される「地球環境」とします。 
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  本計画は、計画目標を１０年後の平成２７年度（２０１５年度）に設定し、平成１８年度（２００

６年度）から平成２７年度までの計画とします。ただし、社会情勢等の変化に対応できるよう、概ね

５年で見直しを行います。 

 

 

 
  本計画は、達成すべき長期目標のもと４つの「物語」を設定し、「物語」を実現するためのシナリ

オや主体別の取り組み内容について、わかりやすく整理しています。    

 

 

 
  本計画の策定にあたっては、市民及び学識経験者で構成される滝川市環境市民委員会が素案をとり

まとめました。 
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  地球温暖化対策をはじめとする地球環境問題への対応も視野に入れ、持続可能な地域社会を目指す

もので、「資源循環の環
わ

」や市民・事業者・市が協力しあう「人々の環
わ

」など様々な環
わ

を形成してい

きます。 

 

 
  長期目標を達成するため、滝川市環境基本条例に規定された基本理念や本市の特徴、地域資源を踏

まえたうえで、以下の４つの物語を設定します。 

   

（１）資源の環
わ

 循環 物語 

  （２）創
そう

エネ・省
しよう

エネ 物語 

  （３）農
ノー

・山
ザン

・川
リバー

 物語 

  （４）人の環
わ

づくり 物語 

 

 

 
  

 一つの物語のなかで、市民・事業者・市の各主体が役割を果たし取り組みが一順すると、らせん状

に上昇し物語の実現に一歩近づきます。さらに一順するともう一歩上昇というように、単一の物語に

おいて、らせん状に上昇していく様子を「ミニスパイラル（小らせん形）」と表現します。 

 

さらに４つの「物語」それぞれが実現に近づくと全体の環境がらせん状に上昇し、長期目標に近づ

いていきます。４つの物語を結び、らせん状に上昇していく様子を「スパイラル（らせん形）」と表

現します。 

 

このように、「ミニスパイラル」が上昇するなかで、全体の大きな「スパイラル」が上昇していく

仕組みをイメージしています。 

 

また、「資源の環
わ

 循環物語」「創
そう

エネ・省
しよう

エネ物語」「農
ノー

・山
ザン

・川
リバー

物語」の各物語が進行するため

には、「人の環
わ

」を形成することが不可欠となります。つまり、物語の登場人物である市民・事業者・

市がそれぞれの役割を果たすなかで協力しあい、人々の行動の環
わ

を広げていくことができるかどうか

が物語実現の成否を握ると言えます。そのための「人の環
わ

づくり」は、各物語共通の課題であるとと

らえ、「人の環
わ

づくり物語」を３つの物語の中心に据えます。 
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（１）現状と課題 

 

★広域ごみ処理施設リサイクリーンの稼動にあわせて、平成１５年度から新たなごみの分別収集を

開始しました。 

★排出するごみの量に応じて手数料を負担する従量制を採用した効果もあり、家庭系・事業系の合

計ごみ量が新制度導入前と比べて導入後に約４割減少しました。 

  ★家庭系・事業系ごみの合計による市民一人当たりのごみ排出量は、平成１４年度は１，５２２ｇ

／日で国民一人当たりの排出量１，１１１ｇ／日を大きく上回っていましたが、平成１６年度は

９３５ｇ／日まで減少しました。 

  ★平成１４年度のリサイクル率は７．９％にとどまっていましたが、新たなごみの分別収集により、

平成１６年度は２１．７％まで上昇しました。 

  ★平成１５年度以降大幅にごみ量が減少し、リサイクル率が上昇していますが、３Ｒをさらに徹底

し循環型社会を目指す必要があります。 
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（２）資源の環
わ

 循環物語のあらすじ 

 

  現状と課題を踏まえ、２０１５年を目標に以下のようなまちの姿を目指します。    

 

   

※「バイオマス資源」とは 

 動植物に由来する有機物であってエネルギー源として利用するこ

とができるもの。（原油、石油ガス、可燃性天然ガス及び石炭、並び

にこれらから製造される製品を除く。） 
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（１）現状と課題 

 

  ★滝川市の二酸化炭素排出量は、平成１２年（２０００年）が４１２千ｔで、平成２年（１９９０

年）の排出量３９４千ｔと比較して、４．４％増加しています。 

                     ※出典：地域特性に応じた水素エネルギー適応モデル調査報告書 

  ★広域ごみ処理施設リサイクリーンでは、生ごみによるバイオガス発電を行い、施設内の電気利用

とともに一部売電を行っています。 

 ※バイオガスとは  微生物発酵や酵素などの生物反応によって生成する燃料用ガスの総称 

★滝川市から発生する資源をもとにバイオマスエネルギーとして活用が見込まれるものは、生ごみ

バイオガス、下水消化ガス、家畜ふん尿バイオガス、林地残材、農業残滓
ざ ん し

などです。     
 

※残滓とは  残りかすをいう。 

※バイオマスエネルギーとは  生ごみや家畜ふん尿のメタン発酵によって得られるメタンやサトウキビやサツマイモのアル

コール発酵によって得られるエチルアルコールなど、生物体からつくられるエネルギーをいう。 

                       ※出典：地域特性に応じた水素エネルギー適応モデル調査報告書 

  ★京都議定書の発効に伴い、地域においても温室効果ガスの削減は重要な課題となっています。 

   化石燃料にかわる地域資源としてこれまで利用されていなかった未利用エネルギーを活用し、温

暖化防止に寄与する地域エネルギーを創出することが求められます。 

  ★民生部門、運輸部門をはじめ、各部門において省エネルギー対策の推進が求められます。 
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（２）創
そう

エネ・省
しよう

エネ物語のあらすじ 

 

現状と課題を踏まえ、２０１５年を目標に以下のようなまちの姿を目指します。 

   
※環境家計簿とは 

電気・ガス等の使用量または支払い金額を定期的に入力し、エネルギーの使用にともなう二酸化炭素の排出量を算出

する仕組み 
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（１）現状と課題 

  

★農家戸数は減少し続けており、平成２年の１，０７４戸に対し平成１２年には７８９戸と１０年間

で２６．５％減少しています。（資料：農林業センサス） 

 ★平成１２年の経営耕地面積は、田・畑・樹園地をあわせて約４，４７５ｈａで、滝川市総面積の約

４割を占めています。（資料：農林業センサス） 

★現在、北海道独自の表示認証制度「北のクリーン農産物表示制度」に登録しているのは２団体です。 

 ★その他、契約栽培により減農薬・減化学肥料米を生産する団体や日本農林規格有機認証を取得して

玉葱を生産する農業者、大葉を無農薬で栽培する企業などがクリーン農業に取り組んでいます。 

  ※クリーン農業とは  有機物の施用などにより土作りに努め、農薬や化学肥料の使用を必要最小限にとどめるなど、環境との調 

和に配慮した安全・高品質な農産物の生産を進める農業 

★平成１５年の滝川市の森林面積は、１，２３５ｈａで総面積の約１１％を占めています。森林のう

ち、天然林が６４６ｈａ、人工林が５１８ｈａとなっています。（資料：北海道林業統計） 

 ★森林は、道立花・野菜技術センター及び丸加高原にある牧野の周辺の天然林と丸加高原以東のトド

マツ、エゾマツを中心とした人工造林に大別されます。 

 ★市内には、国内３番目の長さを誇る石狩川とその支流である空知川の二大河川が流れています。 

  その他、須磨馬内川、熊穴川、江部乙川、ラウネ川など全体で２０を超える河川があります。  

 ★水循環や物質循環の過程において、農地、森林、河川のそれぞれが密接な関連性を持ち、環境保全

に重要な役割を果たしています。水や空気をはじめ、私たちにもたらす自然の恵みを持続可能な状

態に保つため、これら自然環境を一体的に保全していかなければなりません。 

 ★街路樹をはじめ居住空間における緑の保全や量の拡大について、住民の協力を得ながら進める必要

があります。 
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 （２）農
ノー

・山
ザン

・川
リバー

物語のあらすじ 

 

現状と課題を踏まえ、２０１５年を目標に以下のようなまちの姿を目指します。 
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（１）現状と課題 

   

  ★「まちづくり・川づくり協議会」や「緑とエコ・サポーターネット」、「たきかわ環境フォーラム」 

   など市民団体による環境活動が活発に行われ、自然環境の保全や環境教育など大きな役割   

を果たしています。 

  ★総合的な学習の時間など授業における環境学習、市民団体による自然体験学習など、子供たちの 

   環境教育が盛んに行われています。 

★環境に関わる情報を一元化し、さらに市民にわかりやすい形で伝える必要があります。年次報告

書の発行やインターネット、広報紙など情報ツールを駆使して、必要な情報が十分にいきわたる

よう対策を講じる必要があります。 

★今日、環境問題への市民意識は高まっていますが、一方で自ら参加し行動することについては、

まだまだ十分とはいえません。市民一人ひとりが環境に配慮した行動を実践するようさらに意識

を高める必要があります。 
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（２）人の環
わ

づくり物語のあらすじ 

 

現状と課題を踏まえ、２０１５年を目標に以下のようなまちの姿を目指します。 
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  計画の推進にあたっては、年間のサイクル（周期）を設定し、目標達成のために行われた内容や計

画の進捗状況などについて滝川市環境市民委員会が評価検討を行い、さらに市民意見を聴いたうえで

次年度以降に反映していきます。 
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（１）１人当たりのごみ排出量 

  平成２７年度 ７５０ｇ／人・日  ← 平成１６年度 ９３５ｇ／人・日 

   ◇計算式  １人１日当たりごみ排出量（ｇ／人・日）＝ 

ごみ総排出量（t）／総人口(人)／365or366（日）×106（g/t） 

            [16年度]    15,597          45,685       365 

[27年度]    11,273          41,181       366 

                                             ※平成 27年度の総人口は、滝川市独自推計による。 

  

 

    平成１５年度より新たなごみの分別収集（リサイクリーンの稼動）に変更したことで大幅にご

み量が減少した。変更直後の平成１５年度実績に比べて１６年度はやや増加したが、変更前の駆

け込み処理に伴う減少などを差し引くと、１６年度にほぼ安定水準に至ったものと想定される。

今後は環境基本計画の施策効果や市民努力を見込み、１６年度実績から約２割削減する目標を設

定した。  

 

（２）リサイクル率 

 平成２７年度 ３０．０％  ← 平成１６年度 ２１．７％ 

    ◇計算式  リサイクル率（％）＝ 

（直接資源化量＋中間処理後再生利用量＋集団回収量）／（ごみの総処理量＋集団回収量）×100 

[16年度] 0       1,241     2,740             15,597         2,740 

[27年度]  0              1,691          2,466             11,273         2,466 

     ※１  約 1割減少する推計人口に基づき、資源回収量も約 1割減少すると見込んだ。 

    ※２  １６年度は「ごみの総処理量」の約８％が「中間処理後再生利用量」となっており、２７年度までにこの割合を

約１５％にすることとして数値を設定した。 

 

 

     平成１５年度より新たなごみの分別収集（リサイクリーンの稼動）に変更したことで大幅に

リサイクル率が上昇した。平成１５年度は、堆肥などの資源物が発生する生ごみメタン発酵施

設の稼動が８月以降（リサイクリーンへのごみ搬入は４月から）であったのに対し、１６年度

は年間通じて稼動していることからさらにリサイクル率が上昇した。今後は、ごみ量全体の削

減や資源物の分別徹底、撤去回収の充実などにより３０．０％のリサイクル率を目指すものと

した。 

     なお、計算式の定義上、可燃ごみの燃焼に伴う熱回収及び生ごみメタン発酵により発生する 

バイオガスを資源量として計上していない。 
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（３）バイオマス資源の利用率 

 ※１８年度中に策定予定のバイオマスタウン構想において数値目標を設定する。 

    

※ バイオマスタウン構想の策定にあたっては、廃棄物系バイオマスを９０％以上利用するか、

または未利用系バイオマスを４０％以上利用することが条件となる。廃棄物系バイオマスの

うち、生ごみについてはメタン発酵施設の稼動により、利活用が進んでいる。 

 

（４）省エネモニターのＣＯ２削減量 

     前年比で平均６％削減 

◇方 法    

概ね３０～５０人の省エネモニターを募集し、電気・ガス・水道・灯油・自動車燃料の消費

量を記載のうえ CO2 排出量を算出する。○月～○月など時期限定であってもよいが、複数年に

わたって記載しその削減量を把握する。記載にあたっては、数値に加えて削減努力の内容につ

いて報告してもらい、効果的な方法については周知に努めるものとする。 

 

      国が推進する「チームマイナス６％」にちなんで、平均６％の削減目標とする。 

      

（５）農業体験年間参加者数 

 平成２７年度 １，５００人／年  ← （平成１７年度 １，１９３人／年） 

      

      市内小・中学校の農業体験授業や修学旅行生、都市住民等の受入れにより、農業・農村環

境についての理解を深める。受入れ農家の協力を得るなかで、段階的に体験機会を拡大する。 
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（６）「石狩川ルネサンスの森市民植樹祭」植樹本数 

 平成１８～２７年度累計 ７，７００本 ← （平成１７年度単年度 ５００本） 

      

    CO2 削減に寄与し市民共有の財産でもある森林整備を市民参加により拡大する。 

 

                ※1 １８年度は北海道植樹祭  ※2 ２３年度以降の植樹場所は未定 

 

（７）環境学習リーダーの人数 

 平成１８～２７年度累計 １００人  

      ◇方 法 

     シリーズ講座等を開催し、一定回数以上の受講者を環境学習リーダーとして認定する。環境

学習リーダーは地域・団体等において講師を務めるなど、環境にやさしいまちづくり推進の役

割を果たす。 

 

     年間１０人程度の環境学習リーダーを育成するものとし、１０年間で累計１００人を目標にする。 

 

（８）環境市民大会の参加者数 

 １００人／回  

      ◇方 法 

     「環境基本計画」進行管理のため年間サイクルに位置づけた（仮称）環境市民大会を年 1 回

開催する。市民から環境に関する意見を聴く場として、各種催しと組み合わせる等工夫して参

加者の拡大を図る。 

 

      １回あたり１００人以上の参加を見込む。 
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開 催 日 回 内     容 

平成１６年１２月 １日 第１回  委嘱状交付、スケジュールの検討 

平成１７年 １月２６日 第２回  課題整理、ビジョンの検討 

２月２３日 第３回  環境キーワードの発表（グループ討議） 

３月３０日 第４回  環境キーワードの整理、施策展開の検討① 

４月２８日 第５回  キーワードに基づく施策展開の検討② 

５月２５日 第６回  キーワードに基づく「物語」の検討① 

６月２８日 第７回  キーワードに基づく「物語」の検討② 

７月２７日 第８回  計画骨子の検討① 

８月２４日 第９回  計画骨子の検討② 

９月２８日 第１０回  計画骨子の検討③ 

１２月 ２日 第１１回  計画素案の検討① 

平成１８年  ３月 ３日 第１２回  計画素案の検討② 

 

 
 

役 職 氏  名 所   属 

委 員 長 明円 直志 滝川通運㈱・㈱明円ソフト開発・明円工業㈱ 代表取締役 
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                制 定 平成 16年９月 17日 条例第 18号  

（目次）  

 前 文  

        第１章 総則（第１条－第７条）  

        第２章 環境の保全及び創出に関する基本的施策（第８条－第 26条）  

        第３章 市民参加の制度的保証（第 27条－第 30条）  

 附 則  

 

 滝川市は、北海道のほぼ中央に位置し、石狩川と空知川によって育まれた肥よくな大地と四季折々の

豊かな自然を背景に、様々な都市機能を有する中空知の中核都市として発展してきた。  

 しかし、経済的発展や都市化の進展によって私たちの生活が便利になった反面、人々の営みが身近な

環境を汚染すると同時に、広域的な生態系や地球規模の環境にまで影響を及ぼすようになった。  

 私たちは、健康で文化的な生活を営むために、良好で快適な環境の恵みを受けることが必要であり、

豊かな環境を将来の世代に引き継いでいく責務を負っている。  

 そのためには、私たちのあらゆる行動が環境に影響を与えることを自覚し、それぞれの主体が互いに

協力し合い、環境への負荷の低減に努めなければならない。  

 このような認識の下、私たちは自らが参加し、地域の特性を生かした環境の保全と創出に努め、環境

と経済が調和する持続可能な社会の実現を目指して、ここに滝川市環境基本条例を制定する。  

 

       第１章 総則  

 （目的）  

第１条 この条例は、環境の保全及び創出に関する基本理念を定め、並びに市民、市民団体、事業者及

び市のそれぞれの責務を明らかにするとともに、環境の保全及び創出に関する施策の基本となる事項

を定めることにより、総合的かつ計画的にその施策を推進し、もって現在及び将来の市民の健康で文

化的な生活の確保に寄与することを目的とする。  
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 （基本理念）  

第２条 環境の保全及び創出は、環境への負荷の少ない循環型社会の構築に向けて、積極的に推進され

なければならない。  

２ 環境の保全及び創出は、河川をはじめとするあらゆる水環境の保全及び人と自然の共生に向けて、

積極的に推進されなければならない。  

３ 環境の保全及び創出は、環境に優しい持続可能な農業の促進に向けて、積極的に推進されなければ

ならない。  

４ 環境の保全及び創出は、市民の主体的な参加と自主的な取組の下、積極的に推進されなければなら

ない。  

 （各主体の連携）  

第３条 市民、市民団体、事業者及び市は、それぞれの役割の中で、環境の保全及び創出についての責

務を果たすとともに、互いに公平かつ対等の立場で連携していかなければならない。  

２ 市民、市民団体及び事業者は、市が実施する環境の保全及び創出に関する施策に協力しなければな

らない。  

 （市民の責務）  

第４条 市民は、第２条の基本理念（以下単に「基本理念」という。）にのっとり、その日常生活にお

いて、環境への負荷の低減に努めなければならない。  

２ 前項に定めるもののほか、市民は、自ら環境の保全及び創出に努めなければならない。  

 （市民団体の責務）  

第５条 市民団体は、基本理念にのっとり、環境の保全及び創出に関する活動が円滑に進められるよう

に市民が参加できる体制の整備、情報の提供及び活動機会の充実等に努めなければならない。  

２ 前項に定めるもののほか、市民団体は、環境の保全及び創出に関する活動を積極的に推進するよう

に努めなければならない。  

 （事業者の責務）  

第６条 事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動を行うに当たっては、環境への負荷の低減に努

めるとともに、その事業活動に伴って生じる公害を防止し、良好な環境を保全するために自ら適切な

措置を講じなければならない。  

 （市の責務）  

第７条 市は、基本理念にのっとり、環境の保全及び創出に関する基本的かつ計画的な施策を策定し、

及び実施する責務を有する。  

 

       第２章 環境の保全及び創出に関する基本的施策  

 （環境への配慮）  

第８条 市は、環境に影響を及ぼすと認められる施策の策定及び実施に当たっては、環境への負荷が低

減されるように配慮しなければならない。  

 （広域的な環境保全）  

第９条 市は、自らが策定する施策について、市域のみならず、広域的な観点に立って、環境保全が図

られるように努めるとともに、広域的な策定及び実施を必要とする施策については、国や他の地方公

共団体と協力して、その推進に努めなければならない。  

 （環境基本計画及び地域行動計画の策定）  
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第 10条 市は、環境の保全及び創出に関する施策を計画的に推進するため、環境基本計画を策定し、環

境の保全及び創出に関する長期的な目標並びに施策の基本的な事項について定めるものとする。  

２ 市は、環境基本計画と併せて、各主体別の行動内容を示す地域行動計画を策定するものとする。  

３ 市は、環境基本計画及び地域行動計画（以下「環境基本計画等」という。）を策定するに当たって

は、あらかじめ、市民、市民団体及び事業者の意見を聴かなければならない。  

４ 市は、環境基本計画等を策定したときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。  

５ 前２項の規定は、環境基本計画等の変更について準用する。  

 （年次報告書の作成及び公表）  

第 11条 市は、毎年、市民に環境の状況、環境への負荷の状況及び環境基本計画等に基づき実施された

施策の状況を明らかにするため、年次報告書を作成し、公表するものとする。  

 （経済的負担）  

第 12条 市は、環境の保全及び創出のため、適正かつ公平な経済的負担を求める措置を講ずることがで

きるものとする。  

 （施設の整備）  

第 13条 市は、環境の保全及び創出に関する公共的施設の整備を図るため、必要な措置を講ずるものと

する。  

 （施策の推進体制の整備）  

第 14条 市は、環境の保全及び創出に関する施策を推進するため、体制の整備その他の措置を講じなけ

ればならない。  

 （財政上の措置）  

第 15条 市は、環境の保全及び創出に関する施策を推進するため、必要な財政上の措置を講ずるように

努めるものとする。  

 （情報の収集及び提供）  

第 16条 市は、環境の保全及び創出に関する情報を適切に収集し、提供するように努めるものとする。  

 （市民等の自発的な活動の支援）  

第 17条 市は、市民、市民団体及び事業者による環境の保全及び創出に関する自発的な活動がより効果

的に促進されるように必要な支援の措置を講ずるものとする。  

 （資源の循環的な利用等の促進）  

第 18条 市は、環境への負荷の低減を図るため、市民及び事業者による廃棄物の減量、資源の循環的な

利用及びエネルギーの有効利用が促進されるように必要な措置を講ずるものとする。  

２ 市は、環境への負荷の低減を図るため、市の施設の建設及び維持管理その他の事業の実施に当たっ

ては、廃棄物の減量、資源の循環的な利用及びエネルギーの有効利用に努めるものとする。  

 （良好な水環境の保全等）  

第 19条 市は、河川等の良好な水環境の適正な保全に努めるとともに、健全な水循環及び安全な水の確

保のために必要な措置を講ずるものとする。  

 （森林及び緑地の保全等）  

第 20条 市は、人と自然とが共生できる基盤としての緑豊かな環境を形成するため、森林及び緑地の保

全、緑化の推進その他の必要な措置を講ずるものとする。  

 （環境の保全と調和した農業の促進）  



 

 29 

第 21条 市は、環境への負荷の低減及び安全な食糧の生産を図るため、肥料及び農薬の適正な使用その

他の措置により、環境の保全と調和した農業が促進されるように必要な措置を講ずるものとする。  

 （公害の防止）  

第 22条 市は、市民の健康の保護及び生活環境の保全のため、公害の防止に関して必要な措置を講ずる

ものとする。  

 （化学物質に関する情報の収集等）  

第 23条 市は、人の健康を損なうおそれがある化学物質について情報の収集及び提供その他の必要な措

置を講ずるものとする。  

 （環境美化の促進等）  

第 24条 市は、環境美化の促進及びその意識の高揚を図るため、ごみの散乱の防止その他の必要な措置

を講ずるものとする。  

 （環境教育等の推進）  

第 25条 市は、市民、市民団体及び事業者が、環境の保全及び創出についての理解を深め、活動が促進

されるように環境の保全及び創出に関する教育及び学習を推進するための必要な措置を講ずるもの

とする。  

 （地球環境保全の推進）  

第 26条 市は、市民、市民団体及び事業者と協力して、地球環境保全に資する施策を積極的に推進する

ものとする。  

 

       第３章 市民参加の制度的保証  

 （市民の意見を聴く場の設置）  

第 27条 市長は、良好な環境の保全及び創出に関する基本的な施策の策定及び実施状況に関し、定期的

に市民から環境保全上の意見を聴く場を設けなければならない。  

 （滝川市環境市民委員会の設置）  

第 28条 環境基本計画等の策定及び変更にかかわる調査審議を行い、環境基本計画等に基づき実施され

る施策等に関し、その成果及び実施状況について評価検討を行うため、滝川市環境市民委員会（以下

「委員会」という。）を置く。  

２ 委員会は、委員 10名以内で組織する。  

３ 委員は、学識経験を有する者、市民並びに市民団体及び事業者から選出された者のうち市長が適当

と認める者並びに公募により選出された者により構成し、市長が委嘱する。  

 （委員会の提言）  

第 29条 委員会は、市長に対し、委員会において調整された意見等を提言するものとする。  

２ 市長は、前項の規定による提言を受けたときは、その内容を尊重して適切な措置を講ずるように努

めなければならない。  

 （委任）  

第 30条 前２条に定めるもののほか、委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。  

 

   附 則  

 この条例は、平成 16年 10月１日から施行する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


